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施設での補聴システムについて
　 周 知 の 現 状 は

不十分であるため主催者等へ
周 知 を 徹 底 し て い く

保育計画での保育所定員拡大
　前倒しする考えはないか

26 年度にこだわらず早期の
　待機児解消に向け努力したい

京
王
線
多
磨
霊
園
・
武
蔵
野
台
駅

　

駅

名

変

更

へ

の

市

の

対

応

は

引

き

続

き

鉄

道

事

業

者

に

要

請

し

て

い

く

公立学校の学区域見直し
　説明会参加者の意見を
市はどう受け止めるか

意 　 見 　 を 　 参 　 考 　 に
　検討協議会で更に検討していく

市
庁
舎
事
務
室
内
の
備
品
等

転

倒

防

止

措

置

の

取

組

は

消
防
計
画
の
見
直
し
の
中
で

　

転
倒
・
落
下
防
止
等
に
努
め
て
い
く

晴

見

町

地

区

の

ま

ち

づ

く

り

　

周

辺

整

備

の

今

後

は

地

域

住

民

と

協

働

し

　

地
区
計
画
へ
の
移
行
を
目
指
し
て
い
く

赤
野　

秀
二
議
員︵
共
産
︶　

耳
の

不
自
由
な
方
か
ら
、
講
演
会
等
で

内
容
が
う
ま
く
聞
き
取
れ
な
く
て

困
る
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
音
声
の
伝
達
に
、

赤
外
線
等
を
利
用
し
た
補
聴
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
が
、
市
の
認
識
を
聞

き
た
い
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
施

設
は
。 

福
祉
保
健
部
長　

聞
こ
え
の
個
人

差
を
軽
減
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
効
果
的
と
認
識
し
て
い
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
府
中
の
森
芸

術
劇
場
と
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
に
設

置
を
し
て
お
り
、
利
用
は
無
料
で

あ
る
。

議
員　

催
し
等
の
主
催
者
や
利
用

者
へ
案
内
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
な
い
と
思
う
。

　

利
用
者
に
催
し
等
を
楽
し
め
る

環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
周
知
を

徹
底
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状

は
ど
う
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

周
知
が
不

十
分
で
あ
る
た
め
、
主
催
者
等
へ

周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
、
施
設
の

指
定
管
理
者
へ
申
し
入
れ
て
い
く
。

他
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
補
助
を

求
め
て

代
の
念
願
で
あ
り
、
市
政
に
と
っ

て
も
緊
急
性
の
高
い
課
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
同
後
期
計
画
で
の
具

体
的
な
取
組
を
聞
き
た
い
。

市
長　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、

計
画
期
間
中
に
認
可
保
育
所
の
定

員
を
７
５
４
人
増
加
さ
せ
る
と
と

も
に
、
認
証
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
及
び
保
育
マ
マ
の
新
設
等
、

認
可
外
施
設
全
体
で
定
員
を
約
５

０
０
人
増
や
し
、
待
機
児
の
解
消

を
目
指
し
て
い
く
。

議
員　

市
民
要
望
の
高
さ
か
ら
み

て
、
同
後
期
計
画
に
お
け
る
保
育

計
画
で
は
定
員
拡
大
が
緩
や
か
過

ぎ
る
と
思
う
が
、
前
倒
し
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。
待
機
児
解
消
に

向
け
、
今
度
こ
そ
と
い
う
意
気
込

み
を
ぜ
ひ
聞
き
た
い
。

副
市
長　

同
後
期
計
画
を
着
実
に

推
進
し
、
26
年
度
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

早
期
の
待
機
児
解
消
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

他
延
期
と
な
っ
た
再
開
発
の
今
後
に
つ

い
て

鈴
木　

錦
治
議
員︵
市
政
︶　

橋
上

駅
舎
化
工
事
が
進
む
京
王
線
東
府

中
・
多
磨
霊
園
・
武
蔵
野
台
駅
は
、

隣
接
す
る
各
町
の
玄
関
と
な
る
重

要
な
拠
点
で
あ
り
、
ま
た
、
住
民

生
活
に
密
着
し
た
拠
点
で
も
あ
る
。

　

そ
の
拠
点
と
な
る
駅
を
中
心
と

し
て
、
道
路
整
備
な
ど
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
整
備
等
が
な
さ
れ
て

き
た
か
聞
き
た
い
。

市
長　

し
み
ず
下
通
り
を
始
め
、

南
北
幹
線
道
路
で
あ
る
白
糸
台
通

り
及
び
九
中
通
り
、
競
馬
場
通
り

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
新
小
金
井
街
道

の
整
備
を
都
が
進
め
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
域
の
骨
格
と
な
る

幹
線
道
路

網
の
整
備

が
整
い
つ

つ
あ
る
状

況
で
あ
る
。

議
員　

多

磨
霊
園
・

武
蔵
野
台

駅
の
駅
名

に
つ
い
て

は
、
変
更

の
要
望
が

地
元
住
民

稲
津　

憲
護
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

本
市

で
は
公
立
学
校
の
学
区
域
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
保
護
者

や
地
域
の
住
民
等
へ
は
説
明
会
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
説
明
会
で
出

さ
れ
た
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
市

は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

様
々
な
意
見
は
ど
れ
も

が
貴
重
な
意
見
と
認
識
し
て
い
る
。

説
明
会
等
で
提
示
を
し
た
学
区
域

の
見
直
し
は
案
で
あ
る
の
で
、
今

後
、
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

を
参
考
に
、
﹁
学
区
域
見
直
し
検

討
協
議
会
﹂
で
更
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

第
十
中
学
校
に
通
学
し
て

い
た
西
原
町
の
生
徒
た
ち
が
第
七

中
学
校
の
学
区
域
に
な
る
の
は
、

通
学
距
離
・
時
間
の
負
担
の
面
な

ど
か
ら
矛
盾
が
生
じ
る
と
思
う
が
、

今
後
、
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
考
え
か
。

教
育
部
長　

現
在
、
開
催
し
て
い

る
説
明
会
の
中
で
疑
問
点
や
意
見

等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
保
護
者
等
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
見
直
し
案
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

他
府
中
市
の
財
源
不
足
問
題
と
対
策
に

つ
い
て

村
木　

茂
議
員︵
市
政
︶　

本
市
の

各
施
設
で
は
、
建
物
の
耐
震
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
上
で
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
と
思
う
。

　

一
方
、
地
震
の
際
は
室
内
の
家

具
等
の
転
倒
に
よ
る
被
害
が
多
い

と
聞
く
が
、
市
各
施
設
の
家
具
等

の
転
倒
防
止
対
策
の
状
況
は
。

税
務
管
財
部
長　

各
図
書
館
の
書

架
の
転
倒
防
止
工
事
は
実
施
済
み

で
あ
り
、
保
育
所
で
は
、
転
倒
の

可
能
性
が
あ
る
家
具
等
は
設
置
し

な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
な
ど
各

施
設
で
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。

　

市
庁
舎
へ
は
、
ロ
ビ
ー

等
に
あ
る
自
動
販
売
機
等

の
転
倒
防
止
措
置
を
施
し

て
は
い
る
が
、
事
務
室
内

の
備
品
類
の
転
倒
防
止
措

置
は
十
分
と
は
言
え
な
い

部
分
が
あ
る
。

議
員　

職
員
が
集
ま
る
市

庁
舎
の
事
務
室
の
備
品
類

な
ど
に
対
し
て
は
、
転
倒

防
止
措
置
を
万
全
に
す
べ

目
黒　

重
夫
議
員︵
共
産
︶　

平
成

22
年
４
月
に
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
後
期
計
画
が
策
定
さ
れ
、

待
機
児
対
策
に
つ
い
て
は
26
年
度

に
待
機
児
ゼ
ロ
の
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
待
機
児
解
消
は
子
育
て
世

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

税
務
管
財
部
長　

現
在
、
市
庁
舎

の
消
防
計
画
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
、
こ
の
計
画
等

の
中
で
、
備
品
類
等
に
つ
い
て
も

点
検
の
上
、
転
倒
・
落
下
防
止
等

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

か
ら
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
重
要
と
思
う
が
市
の

対
応
は
。

都
市
整
備
部
長　

地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
思
い
を
受
け
止
め
、

引
き
続
き
、
鉄
道
事
業
者
に
要
請

を
し
て
い
く
。

遠
田　

宗
雄
議
員︵
公
明
︶　

﹁
晴

見
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
誘
導
計
画

︵
案
︶
﹂
で
、
晴
見
町
１
・
２
丁

目
が
ま
ち
づ
く
り
誘
導
地
区
の
指

定
候
補
に
選
ば
れ
た
理
由
は
。

市
長　

晴
見
町
地
区
に
は
集
合
住

宅
、
商
店
街
、
大
規
模
公
的
施
設

等
が
あ
り
、
今
後
の
土
地
利
用
の

転
換
の
際
に
も
、
良
好
な
住
環
境

を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
指
定
候
補
地
区
と
し
た
。

議
員　

同
地
区
内
に
あ
る
法
務
省

矯
正
研
修
所
、
国
連
ア
ジ
ア
極
東

犯
罪
防
止
研
修
所
等
の
昭
島
市
へ

の
移
転
計
画
が
あ
る
と
聞
く
が
、

移
転
後
の
跡
地
利
用
を
含
め
、
晴

見
町
地
区
周
辺
整
備
の
今
後
を
聞

き
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

平
成
21
年
度
か

ら
地
元
と
協
議
し
、
地
域
住
民
の

総
論
的
な
共
通
認
識
と
し
て
﹁
晴

見
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
誘
導
計

画
﹂
を
取
り
ま
と
め
、
同
誘
導
計

画
の
決
定
に
向
け
、
府
中
市
地
域

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
る
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
同
誘

導
計
画
が
定
ま
り
次
第
、
地
域
住

民
と
協
働
し
、
地
区
計
画
へ
の
移

行
を
目
指
し
て
い
く
。

他
外
来
生
物
等
に
よ
る
被
害
対
策
に
つ

い
て

　▲地区図書館での転倒防止措置

　▲多磨霊園駅改札付近

　▲国連アジア極東犯罪防止研修所


